
12南九州議会だより　第14号　一般質問

蔵元　慎一  議員

蔵
元　

政
府
は
、
ｕ※

ジ
ャ
パ

ン
計
画
に
基
づ
き
高
速
通
信

網
の
整
備
を
進
め
て
い
る

が
、
鹿
児
島
県
は
全
国
で
最

も
低
い
普
及
率
で
あ
る
。

　

総
合
計
画
の
中
で
最
重
要

課
題
で
あ
る
定
住
促
進
に
は

大
切
な
イ
ン
フ
ラ
整
備
だ
と

考
え
る
。
情
報
格
差
、
地
域

格
差
を
解
消
し
住
民
サ
ー
ビ

松
久
保　

菅
総
理
大
臣
は
臨

時
国
会
で
環
太
平
洋
戦
略
的

経
済
連
携
協
定
交
渉
へ
の
参

加
を
検
討
す
る
と
表
明
し

た
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
で
関
税
が

完
全
撤
廃
さ
れ
る
と
農
林
水

産
業
や
地
域
経
済
は
、
壊
滅

的
な
打
撃
を
受
け
る
。

ス
向
上
の
た
め
環
境
整
備
を

進
め
る
考
え
は
な
い
か
。

市
長　

市
内
全
域
の
整
備
に

は
、
民
設
民
営
に
補
助
す
る

場
合
で
も
１５
億
円
か
か
る
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
環
境

格
差
の
是
正
は
重
要
課
題
で

あ
る
。
未
整
備
で
は
企
業
誘

致
に
も
不
利
に
な
る
た
め
、

財
源
の
確
保
な
ど
積
極
的
に

取
り
組
み
た
い
。

蔵
元　

施
策
推
進
の
た
め
に

は
、
多
額
の
予
算
と
長
期
的

ビ
ジ
ョ
ン
が
不
可
欠
だ
が
、

２
期
目
の
市
政
に
携
わ
る
考

え
は
な
い
か
。

市
長　

市
民
の
理
解
が
得
ら

れ
る
な
ら
最
後
の
ご
奉
公
と

し
て
、
次
の
４
年
間
に
全
身

全
霊
を
傾
け
た
い
。

※
ｕ
ジ
ャ
パ
ン

　

総
務
省
が
推
進
す
る
情
報

通
信
技
術
の
構
築
。

そ
の
他
の
質
問

・
危
機
管
理
体
制

高
速
情
報
通
信
網
の

整
備
は

市
長
／
積
極
的
に
取
り
組
む

ネットワーク

対
応
策
を
示
せ

市
長
／
国
の
動
向
を
注
視
す
る

Ｔ． Ｐ． Ｐ

松久保　正毅  議員
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山下　つきみ  議員

山
下　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
の
運
行
が
開
始
さ
れ
一

年
半
が
経
過
し
て
い
る
。
１２

月
に
実
施
さ
れ
た
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
の
結
果
を
み
る
と
、

ル
ー
ト
、
運
行
時
間
な
ど
市

民
に
と
っ
て
利
便
性
が
必
ず

し
も
高
い
と
は
思
え
な
い
。

　

地
域
住
民
と
の
協
議
や
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
な
ど
を
勘
案

し
な
が
ら
、
効
率
的
か
つ
効

果
的
と
思
わ
れ
る
デ※

マ
ン
ド

方
式
を
導
入
し
、
利
用
者
の

ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
運
行
サ
ー

ビ
ス
を
実
施
す
る
考
え
は
な

い
か
。

市
長　

市
民
の
日
常
生
活
に

必
要
な
活
動
を
支
援
す
る
バ

ス
と
し
て
、
利
用
者
は
増
加

し
て
お
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
か
ら
も
市
民
に
と
っ
て
は

必
要
な
施
策
で
あ
る
と
考
え

る
。
デ
マ
ン
ド
方
式
の
導
入

に
つ
い
て
は
、
シ
ス
テ
ム
導

入
及
び
維
持
管
理
コ
ス
ト
、

地
域
の
特
性
や
利
用
者
の

ニ
ー
ズ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
検

討
が
必
要
で
あ
る
。

　

運
行
形
態
に
よ
っ
て
は
多

額
の
運
営
費
に
苦
慮
す
る
場

合
も
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
検

討
を
重
ね
、
利
用
者
ニ
ー
ズ

に
合
っ
た
交
通
シ
ス
テ
ム
の

構
築
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

※
デ
マ
ン
ド
方
式

　

利
用
登
録
が
必
要
で
あ
る

が
、
予
約
し
た
乗
降
時
間
で
乗

合
率
を
高
め
な
が
ら
利
用
者

の
要
求
に
応
じ
た
運
行
形
態
。

　

市
の
対
応
策
を
問
う
。

市
長　

国
の
関
係
機
関
と
接

触
す
る
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
と

ら
え
関
税
が
撤
廃
さ
れ
た
時

に
受
け
る
影
響
な
ど
を
訴
え

国
民
の
合
意
が
取
れ
る
ま
で

時
間
を
か
け
て
検
討
し
、
拙

速
に
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
参
加
し
な
い

よ
う
要
望
し
て
い
く
と
と
も

に
、
国
の
動
向
を
注
視
し
て

い
く
。

経
済
効
果
を
上
げ
る

観
光
対
策
は

市
長
／
消
費
活
動
の　
　

　
　
　
　
　

推
進
を
図
る

松
久
保　

九
州
新
幹
線
が
３

月
１２
日
全
線
開
業
し
た
。
民

間
の
試
算
に
よ
る
と
県
内
へ

の
宿
泊
客
は
年
間
９０
万
人
増

え
、
３
３
０
億
円
の
経
済
効

果
を
も
た
ら
す
と
い
う
。
本

市
観
光
は
通
過
型
と
い
わ
れ

る
が
、
経
済
効
果
を
上
げ
る

た
め
、
ど
の
よ
う
な
対
策
を

と
る
か
。

市
長　

観
光
客
の
滞
在
時
間

を
長
く
す
る
こ
と
で
、
消
費

活
動
に
期
待
す
る
も
の
で
、

割
安
感
の
あ
る
複
数
の
観
光

施
設
の
共
通
チ
ケ
ッ
ト
に
よ

り
多
く
の
施
設
を
ゆ
っ
く
り

ご
覧
い
た
だ
き
、
農
業
と
観

光
を
結
び
つ
け
グ
リ
ー
ン

ツ
ー
リ
ズ
ム
に
よ
る
宿
泊
や

ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
合
宿
の
誘

致
拡
充
な
ど
交
流
人
口
の
増

加
に
よ
り
、
消
費
活
動
の
推

進
を
図
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

デマンド方式を導入する
考えはないか
市長／利用者ニーズに合った
　　　交通システムの構築を図る

ひまわりバスの車内
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田畑浩一郎  議員

田
畑　

年
末
年
始
の
大
雪
で

農
業
用
ハ
ウ
ス
が
損
壊
し
、

農
作
物
に
も
被
害
が
発
生
し

た
。
市
は
、
そ
の
他
自
然
災

害
を
含
め
、
市
単
独
の
助
成

を
行
う
考
え
は
な
い
か
。

市
長　

今
回
の
降
雪
で
ビ

ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
な
ど
に
１
億

７
８
０
０
万
円
の
被
害
が
発

生
し
て
い
る
。
市
は
農
地
又

は
農
地
の
利
用
保
全
上
必
要

な
公
共
施
設
の
災
害
復
旧
事

満留　秀昭  議員

満
留　

国
の
幼
保
一
元
化
に

向
け
た
取
り
組
み
に
対
す
る

保
育
・
幼
児
教
育
現
場
の
戸

惑
い
や
学
童
保
育
の
必
要
性

が
叫
ば
れ
て
い
る
な
か
、
子

ど
も
の
目
線
に
立
っ
た
保

育
・
教
育
現
場
の
実
現
が
重

要
と
考
え
る
が
、
行
政
窓
口

を
一
本
化
す
る
考
え
は
な
い

か
。

教
育
長　

窓
口
業
務
は
、
教

育
委
員
会
と
福
祉
課
で
そ
れ

ぞ
れ
入
園
手
続
き
、
保
育
料

の
徴
収
な
ど
を
行
っ
て
お
り

電
算
シ
ス
テ
ム
や
補
助
金
の

手
続
き
な
ど
、
業
務
内
容
に

違
い
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
現

段
階
で
の
一
本
化
は
難
し

い
。

　

今
後
、
国
や
県
の
動
向
を

見
極
め
、
他
自
治
体
の
状
況

な
ど
を
参
考
に
、
適
切
な
対

応
を
し
て
い
き
た
い
。

業
に
取
り
組
み
、
農
業
経
営

や
施
設
復
旧
に
必
要
な
資
金

に
対
し
、
利
子
補
給
を
行
っ

て
い
る
。

　

今
後
も
、
農
業
経
営
の
安

定
、
食
料
自
給
率
の
向
上
を

図
る
う
え
で
の
農
業
災
害
対

策
は
重
要
で
あ
り
、
農
業
再

生
意
欲
の
減
退
に
つ
な
が
ら

な
い
よ
う
に
十
分
な
対
策
を

行
う
必
要
が
あ
る
。

  

災
害
の
種
類
も
多
く
農
家

の
経
営
形
態
も
多
様
で
あ

消
防
広
域
合
併
に　
　

　
　

向
け
た
体
制
は

市
長
／
消
防
署
の
建
設
も

　
　
　

視
野
に

満
留　

南
薩
地
区
と
指
宿
地

区
と
の
合
併
が
検
討
さ
れ
て

い
る
が
、
南
薩
地
区
消
防
組
合

は
、
消
防
本
部
（
枕
崎
）、
２

消
防
署
、
５
分
遣
所
体
制
で
あ

り
、
多
額
の
費
用
が
必
要
と

な
る
こ
と
か
ら
、
国
・
県
の

助
成
策
を
要
望
し
て
い
き
た

い
。

田
畑　

今
後
の
自
然
災
害
に

対
し
て
、
市
の
対
策
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
作
成
す
る
考
え
は
な

い
か
。

農
林
水
産
課
長　

園
芸
に
対

す
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
個
別
に

検
討
が
進
ん
で
い
る
が
、
ほ

か
の
作
物
も
含
め
て
総
合
的

に
検
討
し
た
い
。

る
。
広
域
合
併
に
向
け
た
本

市
の
体
制
は
ど
う
な
る
か
。

市
長　

広
域
合
併
に
よ
り
１

組
合
と
な
れ
ば
、
本
市
に
も

南
九
州
消
防
署
の
建
設
も
視

野
に
入
れ
、
１
署
２
分
遣
所

体
制
と
し
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

・
教
職
員
の
精
神
疾
患
対
策

行
政
窓
口
を
一
本
化

す
る
考
え
は

教
育
長
／
動
向
を
見
極
め
対
応

保育・教育

自
然
災
害

農業施設の
市単独助成を
市長／国・県へ助成策を要望

大雪の被害を受けたハウス

南薩地区消防組合本部（枕崎市）
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大薗　秀己  議員

大
薗　

き
め
細
か
な
交
付
金

事
業
で
農
道
整
備
を
数
カ
所

実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
が
、
川
辺
の
水
田
地
域
に

お
い
て
要
望
の
多
い
路
線
の

整
備
年
次
計
画
を
示
せ
。

市
長　

農
道
整
備
に
つ
い
て

は
、
財
政
状
況
や
総
合
計
画

及
び
農
業
農
村
整
備
事
業
管

理
計
画
に
基
づ
き
、
国
・
県

の
補
助
事
業
を
導
入
し
て
実

施
し
て
い
る
。
地
域
の
要
望

に
は
完
全
に
応
え
ら
れ
な
い

路
線
も
あ
る
が
そ
れ
ぞ
れ
の

実
情
を
勘
案
し
な
が
ら
、
今

後
も
可
能
な
限
り
農
道
整
備

を
推
進
し
て
い
く
。

東　　兼喜  議員

東　

自
治
会
組
織
の
現
状
は
。

市
長　

本
市
の
自
治
会
数
は

２
６
７
で
う
ち
３０
世
帯
以
下

の
自
治
会
が
７０
あ
る
。ま
た
、

都
市
集
中
型
傾
向
や
少
子
高

齢
化
な
ど
運
営
が
困
難
な
所

も
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

東　

再
編
、
統
合
に
向
け
た

方
向
性
を
示
せ
。

市
長　

行
政
と
し
て
は
再
編

統
合
は
必
要
と
思
う
が
、
行

政
か
ら
再
編
・
統
合
を
推
進

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
平

火
葬
場
検
討
委
員
会
と
は

市
長
／
２
カ
年
か
け
て　

　
　
　

協
議
す
る

大
薗　

火
葬
場
検
討
委
員
会

の
設
置
が
予
定
さ
れ
て
い
る

が
、
組
織
構
成
員
を
問
う
。

市
長　

自
治
会
、
衛
生
自
治

団
体
、
女
性
会
、
商
工
会
、

成
２３
年
度
設
置
す
る
自
治
会

活
性
化
検
討
会
の
意
見
も
参

考
に
住
民
の
意
向
が
あ
れ
ば

後
押
し
し
て
い
き
た
い
。

東　

検
討
会
の
構
成
と
内
容

を
示
せ
。

市
長　

自
治
会
、
地
区
、
校

区
公
民
館
長
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
、女
性
連
絡
協
議
会
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
男
女
共
同
参
画
審

議
会
の
代
表
や
鹿
児
島
県
共

生
協
働
リ
ー
ダ
ー
研
修
受
講

者
、
公
募
な
ど
に
よ
る
２０
名

と
学
識
経
験
者
２
名
を
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
と
し
て
予
定
し
て

い
る
。
こ
れ
か
ら
の
公
共
の

あ
る
べ
き
姿
、
自
治
会
と
行

議
会
及
び
住
民
代
表
を
各
地

域
１
名
を
推
薦
し
て
い
た
だ

き
、
合
計
１８
名
の
委
員
を
予

定
し
て
い
る
。

大
薗　

結
論
は
、
い
つ
ま
で

に
出
す
考
え
か
。

市
長　

年
３
回
の
委
員
会
を

開
催
し
、
２
カ
年
か
け
て
市

と
し
て
の
方
向
性
を
決
め

る
。

そ
の
他
の
質
問

・
給
食
セ
ン
タ
ー

・
２
期
目
の
市
長
選

・
河
川
、
道
路
愛
護
作
業

政
の
役
割
、
自
治
会
の
規
模

と
組
織
な
ど
に
つ
い
て
検
討

す
る
。

東　

再
編
、
統
合
の
推
進
に

あ
た
り
助
成
制
度
を
設
け
る

考
え
は
な
い
か
。

市
長　

今
後
、
小
規
模
な
自

治
会
に
お
い
て
は
、
再
編
、

統
合
を
進
め
て
い
く
自
治
会

も
あ
る
と
思
う
の
で
、
ス

ム
ー
ズ
な
運
営
な
ど
を
補
助

す
る
う
え
で
助
成
が
必
要
で

あ
る
と
思
う
の
で
検
討
し
た

い
。

そ
の
他
の
質
問

・
は
り
、
き
ゅ
う
な
ど
施
術

料

年
次
計
画
を
示
せ

市
長
／
実
情
を
勘
案
し
推
進
す
る

農道整備

自
治
会
再
編

現状と今後の
方向性を示せ
市長／活性化市民検討会
　　　の意見を参考

整備がまたれる農道

平成23年度行政嘱託員・校（地）区公民館長合同会
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塗木　弘幸  議員

塗
木　

農
家
は
、
桜
島
や
新

燃
岳
の
噴
火
に
よ
る
農
産
物

の
降
灰
被
害
を
心
配
し
て
い

る
が
、
特
に
茶
農
家
は
一
番

茶
の
収
穫
へ
の
影
響
を
懸
念

し
て
い
る
。
降
灰
対
策
と
被

害
を
受
け
た
場
合
、
莫
大
な

損
失
を
被
る
が
、
農
作
物
災

害
対
策
基
金
の
創
設
が
必
要

と
考
え
る
。
創
設
す
る
考
え

は
な
い
か
。

市
長　

火
山
対
策
特
別
措
置

深町　幸子  議員

深
町　

通
学
路
が
暗
く
子
ど

も
の
通
学
に
不
安
だ
と
い
う

保
護
者
の
声
を
聞
く
が
、
児

童
・
生
徒
の
安
全
の
た
め
、

防
犯
灯
の
整
備
を
進
め
る
考

え
は
な
い
か
。

教
育
長　

各
学
校
に
お
い
て

早
急
に
児
童
・
生
徒
に
聞
き

取
り
を
す
る
な
ど
、
的
確
な

実
態
把
握
を
行
い
、
日
没
後

の
児
童
・
生
徒
の
下
校
時
の

安
全
確
保
に
関
す
る
意
識
を

高
め
る
と
と
も
に
、
防
犯
灯

設
置
に
関
す
る
手
続
き
な
ど

に
つ
い
て
、
各
学
校
へ
の
指

導
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い

る
。

法
に
基
づ
く
支
援
を
、
県
及

び
国
に
、
隣
接
市
な
ど
と
一

体
と
な
り
要
望
し
て
い
く
。

　

災
害
基
金
の
創
設
に
つ
い

て
は
、
国
・
県
の
動
向
を
見

な
が
ら
検
討
し
た
い
。
　

公
の
施
設
の
縮
小
・
廃
止

検
討
を

市
長
／
改
め
る
べ
き
は　

　
　
　

改
め
る

塗
木　

市
の
集
中
改
革
プ
ラ

ン
に
、
公
の
施
設
が
９１
カ
所

掲
載
さ
れ
て
い
る
。
施
設
の

中
に
は
、
維
持
管
理
に
多
額

を
要
す
る
も
の
、
利
用
度
の

「
お
茶
で
乾
杯
」
の　

提
唱
は

市
長
／
推
進
す
る

深
町　

お
茶
の
消
費
低
迷
が

続
い
て
い
る
が
、
消
費
拡
大

の
た
め
「
お
茶
で
乾
杯
」
と

い
う
意
識
を
関
係
機
関
と
連

少
な
い
も
の
、
老
朽
化
し
て

い
る
施
設
が
あ
る
。

　

行
政
改
革
を
進
め
る
中
で

施
設
の
縮
小
、
廃
止
の
検
討

は
な
さ
れ
て
い
る
か
。

市
長　

改
め
る
べ
き
は
改
め

な
が
ら
や
っ
て
い
く
。

塗
木　

指
定
管
理
者
に
つ
い

て
は
、
地
元
の
団
体
を
優
先

し
、
地
元
住
民
の
雇
用
を
考

慮
し
た
選
定
を
し
て
い
く
べ

き
で
あ
る
。

そ
の
他
の
質
問

・
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
防

疫
対
策

携
し
提
唱
す
る
考
え
は
な
い

か
。
ま
た
、
併
せ
て
マ
イ
ボ

ト
ル
運
動
を
進
め
る
考
え
は

な
い
か
。

市
長　
「
お
茶
で
乾
杯
」
運

動
を
他
の
団
体
と
も
連
携
し

市
内
の
会
合
な
ど
で
も
実
施

し
て
い
た
だ
く
よ
う
提
唱
し

て
い
き
た
い
。

　

マ
イ
ボ
ト
ル
運
動
の
推
進

は
茶
業
振
興
会
の
急
須
の
提

供
や
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
事
業
な

ど
を
通
じ
て
推
進
す
る
。

防
犯
灯
の
設
置
は

教
育
長
／
設
置
手
続
き
な
ど
指
導

通 学 路

降
灰
対
策

災害基金を
創設する考えは
市長／国・県の動向を見る

降灰洗浄作業をする茶農家

下校中の川辺中生徒
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竹迫　　毅  議員

竹
迫　

茶
業
振
興
に
は
Ｐ
Ｒ

す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え

る
。

　

生
産
者
、
Ｊ
Ａ
な
ど
と
協

力
し
テ
レ
ビ
放
送
な
ど
に
よ

り
本
市
の
茶
の
魅
力
を
大
消

費
地
に
向
け
て
Ｐ
Ｒ
す
る
考

え
は
な
い
か
。

市
長　

Ｐ
Ｒ
は
重
要
で
テ
レ

ビ
放
映
な
ど
は
効
果
的
と
考

え
る
が
、
多
額
の
費
用
が
か

か
る
。
現
在
、
Ｊ
Ａ
や
茶
業

振
興
会
と
一
体
と
な
り
北
九

州
市
、
関
東
、
青
森
で
の
宣

伝
販
売
な
ど
を
行
っ
て
い
る

が
、
今
後
、
産
学
官
の
連
携

や
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
、
マ

ス
コ
ミ
な
ど
が
注
目
す
る
よ

う
な
取
り
組
み
を
関
係
機
関

菊永　忠行  議員

菊
永　

青
少
年
の
健
全
な
育

成
や
市
の
善
良
な
風
俗
が
損

な
わ
れ
な
い
よ
う
、
旅
館
業

に
規
制
を
加
え
る
条
例
を
制

定
す
る
考
え
は
な
い
か
。

市
長　

政
令
で
定
め
る
基
準

に
従
っ
た
都
道
府
県
の
条
例

に
よ
る
営
業
制
限
を
ク
リ
ア

す
る
も
の
で
あ
れ
ば
制
限
地

域
以
外
に
建
設
で
き
る
と

な
っ
て
い
る
。

　

旧
町
時
代
に
は
、
旅
館
業

を
目
的
と
し
た
建
築
の
規
制

と
一
体
と
な
り
推
進
し
た

い
。

竹
迫　

注
目
し
て
も
ら
う
に

は
、
自
ら
の
努
力
が
必
要
。

四
方
に
茶
園
の
広
が
る
、
木

床
、
高
塚
山
、
大
野
岳
な
ど

で
、
お
茶
農
家
後
継
者
の
結

に
関
す
る
条
例
が
制
定
さ
れ

て
い
た
。
青
少
年
の
健
全
育

成
の
た
め
に
も
、
市
と
し
て

の
条
例
の
制
定
を
検
討
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

有
害
図
書
な
ど
の
規
制
は

教
育
長
／
条
例
制
定
は　

　
　
　
　

難
し
い

菊
永　

有
害
図
書
・
ビ
デ
オ

な
ど
の
自
動
販
売
機
で
の
販

売
を
禁
止
す
る
条
例
を
制
定

す
る
考
え
は
。

教
育
長　

県
青
少
年
保
護
育

成
条
例
で
は
、
無
人
の
自
動

販
売
機
に
よ
る
有
害
図
書
な

婚
式
、披
露
宴
な
ど
を
行
い
、

披
露
宴
は
南
九
州
市
産
牛
肉

で
の
焼
肉
や
、
本
市
の
海
の

幸
で
、
全
て
地
産
地
消
の
披

露
宴
も
可
能
で
あ
る
。
話
題

性
も
あ
り
注
目
す
る
の
で
は

な
い
か
。

市
長　

茶
業
振
興
会
と
共
に

働
き
か
け
て
実
現
す
る
よ
う

に
努
力
し
な
け
れ
ば
い
け
な

い
と
思
う
。

そ
の
他
の
質
問

・
耕
作
放
棄
地
の
解
消
対
策

ど
の
販
売
を
規
制
し
て
い
る

が
、
業
者
の
中
に
は
、
監
視

カ
メ
ラ
を
設
置
し
て
い
る
の

で
無
人
で
は
な
い
と
販
売
機

を
稼
働
さ
せ
て
い
る
状
況
で

あ
る
。
条
例
そ
の
も
の
が
、

憲
法
の
表
現
の
自
由
を
侵
害

す
る
も
の
と
し
て
提
訴
さ
れ

た
事
例
も
あ
り
、
規
制
す
る

市
の
条
例
を
制
定
す
る
の
は

難
し
い
。
こ
の
こ
と
に
つ
い

て
は
、
住
民
運
動
が
で
き
る

体
制
づ
く
り
が
必
要
だ
と
考

え
て
い
る
。

マ
ス
コ
ミ
な
ど
で

　

お
茶
の
Ｐ
Ｒ
を

市
長
／
注
目
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
開
催

茶の振興

青
少
年
健
全
育
成

条例制定の
考えは
市長／制定を検討する

茶のPR活動（鹿児島中央駅前）

元気に登校する児童




